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<概要> 
・2021年度日本産婦人科学会産婦人科専門医試験受験者 480人を対象に、 

2021年 9月 01日〜10月 25日の期間にオンラインアンケートを実施した。 
・回収率は 77.9% (374/480)であった。 
 
<背景> 
産婦人科専攻医数は近年増加傾向にあるものの、その傾向は緩徐であり、2024年に医師の
働き方改革が開始されることを考えれば更なる人員確保が必要である。一方で、医学生や
初期臨床研修医が勤務地や専攻する診療科に求める要素は年々変化しており、産婦人科専
攻に影響する因子の探索は重要である。 
<目的> 
本アンケートでは産婦人科専攻を決定することに寄与した因子の調査を目的とした。 
 
<調査期間> 
2021年 9月 01日〜10月 25日 
 
<対象者> 
2021年度日本産科婦人科学会産婦人科専門医試験受験者 
 
<方法> 
オンラインアンケート* 
 
*2021年は新型コロナウイルス感染症蔓延による影響で専門医試験が都道府県単位になっ
たため、オンラインでアンケートを実施した。受験者へリマインドメールや、各種リクル
ートイベントのチューター経由でアンケートへの回答を依頼した。 
 
<回収率> 
78% (347名/480名) 
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<結果> 
A 背景情報 
項目名 N  (%) 

回答者数 374   
性別    
男 142  (38.0) 
女 230  (61.5) 
無回答 2  (0.5) 
結婚の有無    
未婚 121  (32.4) 
既婚 253  (67.6) 
子の有無    
なし 198  (52.9) 
あり 147  (39.3) 
妊娠中 28  (7.5) 
家族・親戚中の産婦人科    
いない 297  (79.4) 
両親 57  (15.2) 
祖父母 21  (5.6) 
兄弟姉妹 15  (4.0) 
その他 14  (3.7) 
臨床研修病院の種別    
市中病院 190  (50.8) 
大学病院 112  (29.9) 
たすきがけ 72  (19.3) 

 
男女比では女性が多く、昨年度(55.8%)、一昨年(56.7%)に比べ割合が増加した。 
専門医試験を受験する時点で子供のいる者は 40%程度であり、約 8%が妊娠中であった。 
家族・親戚の中で産婦人科がいない者が約 8割と多数であった。 
初期臨床研修病院としては半数が市中病院を選んでおり、昨年度の 66%に比べ低下した。 
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今回のアンケートでは、2021年度産婦人科専門医試験受験者を対象とした。産婦人科専
攻決定に寄与した因子の調査を目的とし、産婦人科専攻を候補に挙げた、または専攻を決
定した理由・時期、そして産婦人科の魅力や不安などについて調査した。 

 
背景因子では、男女比は女性が 61.5%で、昨年度（55.8%）に比べ割合が増加した。ま

た、全体のうち 175名 （46.7%）が、妊娠中もしくは育児と並行して専攻医研修に取り組
んでおり、全国で柔軟な専攻医研修制度の検討が望まれる。 

 
産婦人科専攻が候補に挙がった理由は、周産期の臨床経験（32.1%）および周産期の座

学（17.1%）が約半数を占め、周産期分野が産婦人科に興味を持つきっかけになる人が多
く、また周囲の人間関係（20.1％）も多いことが分かった。産婦人科専攻が候補に挙がっ
た時期は、医学部 5～6年生（41.4%）および医学部 4年生以下（35.1%）が大半を占め、
講義や臨床実習などを通して、産婦人科への興味が高まったと推察された。 

 
産婦人科専攻の決定に大きく寄与した理由は、周産期（45.7%）ならびに婦人科

（9.6%）の臨床経験であった。加えて、先輩の影響（11.5%）が挙げられ、先輩産婦人科
医師との交流がリクルート活動にもたらす好影響が示唆された。産婦人科専攻を決定した
時期は、臨床研修中（1年目 11％、2年目 56.1%）が約 7割を占めた。前述の結果と併せ
ると、医学部 5～6年生で産婦人科に興味を持ち、臨床研修で先輩産婦人科医師の指導の
下、周産期や婦人科腫瘍などの診療に触れ、産婦人科専攻を決定する様子が窺われた。ア
ンケート回答者の該当年度は臨床研修において産婦人科の選択は必須分野ではなかった
が、ほとんどの回答者（99.2%）が産婦人科をローテートしていた。2020年度から産婦人
科臨床研修が必修になっていることから、更なる専攻医増加が期待される。また、産婦人
科未来委員会の活動では、サマースクール（15.8％）、産婦人科 Plus One Project 2
（7.9%）も産婦人科専攻に寄与している。全国の医学生・臨床研修医、先輩産婦人科医と
の交流、産婦人科診療体験など、普段の講義や診療では得られない経験も、産婦人科専攻
の決定要素になり得ることが示唆された。 
 
産婦人科の魅力は、やりがい・充実度（77.5％）が最多で、診療領域の広さ

（45.5%）、科の雰囲気（40.9%）、女性の一生に関わることができる（38.8%）など、産
婦人科に特徴的な点が多く挙げられた。産婦人科専攻前の不安は、訴訟リスク
（66.8%）、当直のきつさ（59.9%）、体力（56.7%）、人手不足（49.7%）が挙がった
が、産婦人科専攻後は、ほとんどの不安は低減した。リクルート活動では、上記の産婦人
科ならではの魅力を訴求しつつ、不安に関しては現状に即した説明によって不安払拭を図
ることが望ましい。一方、人手不足については、産婦人科専攻後も不安は低減しなかっ
た。学会を通じて 2024年の医師働き方改革に向けた人材の集約化や労働形態の見直しに
着手しており、今後の改善が期待される。 
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